




1　沿　　　革

大正6年末-熊本市において・電車施設間題が具体的に研究まれ始め、大正1 3年8月1日当時の文化的

-　交通機関としての市営電車が開通、以来市勢の発展と共に漸次路線の拡張を行い.約半世紀に亘少、市内交

通の主要機関としてその役割を果してきた。

し/I-1 、 lE咋　rW主事nWUA-.'-V!;ト・l: l /.:ffl',i|j帆ユ.'I・蝣}'化、さ　し、トt I ・ト・: I 。. '".'llul蛍,-蝣OHjjW-ffl'.市岬.

境の激変に伴い、逐年電車は、都市交通機関としての機能性を喪失し、年々の利用客の減少と相まって,著

しい経営悪化に陥少、全国的にも慣次廃止の運命をたどれ　存置する都市はきわ妙て少なくなっているのが

現状である。

本市にかいても　昭和4 0年2月、川尻線( 7.5Em)の廃止を始め、 4 5年に払熊本市交通事業審議会

の答申に沿い、 5月よb南熊本線( 1.6Km)坪井線( 2.1血)更に47年3月よb子飼橋線( 1.8Bn)を廃

止し、それぞれバス輸送におきかえたが、現在、なお3 7両の車両で2系統の路線を運行している。

一方バス事業は、昭和2年11月23日電卓の補助的交通機関として1 7台で運行を開始したが、そ

の後都市圏の広域化に伴う利用客の増加に対応して年々バス路線網の拡充・強化を図9、現在、 2 2 8両

(うち貸切2 4両)で1 0 1系統を運行するに至っているが、今日の道路交通の混雑にエD定時運行の確保

が困難になるなど、企業環境の悪化傾向に伴い、利用人員は伸び悩みの状況をみせている.

2　再　建.計　画

都市交通をとbまく環境の悪化により交通事業は深刻を経営危機に直面するに至ったので昭和4 8年8

月1日施行された「地方公営交通事業の経営健全化の促進に関する法律」にもとづいて_財政再建団体とし

て向こ9 1 5年間にわたる再建計画を策定し　国及び市一般会計からの財政援助と企業努力によって、経営

健全化を推進していくことに夜9、この基本方針に沿って鋭意努力しているところである。

さらに静市交通問題につV>ては、昭和4 8年9月に第2次「熊本市交通問題研究会」が発足し、先の第1

rt 'iifilM'.iS-'叫で　・i/ui蝣・サ']<fi-C'J卜iL ・て、一日・・* '. 3'与・..欄l'V栴tl_純:ォー)oさ.りJバ・、 rJlこ、・i/r市一二,:通栂師:I

含めた都市交通体系について具体的検討をすすめている。
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3　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

SiMSKay捌

事 項 年 産 4 5 4 6 4 7 4 8 1 4 9

年間輸送人員 (人) 195 13β98 18β625 10 16267β17 152 03,970 14,788万36

年間走行キロ(a ) 24 109 17.6 2297,798j6 1β72104月 1,716,7074 1β17β04.6

使 用 車 両 (両) ll,473 10β65 8512 7β56 74375

利 用 率 (% ) 122 11∫ 9.6 88 8.4

乗 車科 収 入 .(円)4194 36,399 407282518 364167ユ96 462ユ68872 533378527

日

千

均

輸送人員(人) 534 63 51,537 44,568 41β54 40万17

走行キロ(a ) 6,605 6278 5,129 4β86 4,432.6

使用車両(両) 31.4 29.7 23.3 215 204

乗車科収入(円) 1ユ49ユ41 1ユ12,794 997,718 12662 16 1,462β55

一平

車

輸送人員(人) 1,701 1,736 1,912 1β35 1β88

走行キロ(a ) 210 211 220 218 2175

日均 乗車料収入(円.) 365 60 37,487 42,784 58β12 71,792

表 定速度 (fin/H ) ll.5 ll.7 12.2 125 12.7

(2)営業路線

事 項 年 度 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

路 線 延 長 ( h ) 1 3 .6 2 2 1 2 .0 2 6 1 2.0 2 5 1 2.0 2 5 1 2.0 2 5

単 線 延 長 ( a ) 0.6 6 5 0.2 7 7 0.2 7 7 0.2 7 7 0.2 7 7

複 線 延 長 ( 臥 ) 1 2 .9 5 7 l l.7 4 9 l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 8

営 業 路 線 延 長 ( 臥 ) 2 6.5 7 9 2 3.7 7 5 2 3.7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3

運 転 系 統 (系統 ) 3 2 2 2 2

停 留 所一数 (カ所 ) 3 8 3 4 3 4 3 4 3 4

借 間

留 距

所 離

最 長 ( Kin ) 0.5 4 0 0.5 4 0 0 .5 4 0 0 .5 4 0 0.5 3 4

最 短 ( Km 0 .2 2 1 0 .1 8 0 0.1 8 0 0 .1 8 0 0.1 8 0

平 均 ( 臥 ) 0 .3 6 8 0.3 6 4 0.3 6 4 0 .3 6 4 0.3 6 4

軌道乗 9 N L許可 禁 4 4 2 2 1
2 .2 1 0 2.2 1 0 1 .2 4 0 1 .2 4 0 0 .6 0 0

-236-



(3)系統別運輸成績
( 昭和 4 9 年 度 )

寡

統
区 間 走 行 キ ロ

乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 9 収 支
車 効 率

収 入 費 用 差 弓I

2

健 軍

～
Km 千人 千由 千 円 千円 円 円 円 %

田 崎 橋

( 9 .1 9 3 Km )

1,2 0 7 ,9 4 1 .6 1 2 ,5 3 3 5 5 5,5 3 0 8 3 3.1 0 8 ∠ゝ 2 7 75 7 8 4 5 9 8 0 6 8 9 6 9
△22 9.7 9 4 2 .7 4

3

体 育 鋸

～

上 熊本 駅 前

( 6.6 8 5 Km )

4 0 9 ,9 6 3 .0 2,2 5 5 1エ8,9 44 2 8 2 ,7 4 8
∠ゝ
1 6 3 ,8 0 4 2 9 0 .1 3 6 8 9.6 9

∠ゝ
3 9 9 .5 6 2 2 .6 6

計 1,6 1 7 ,9 0 4 .6 1 4 .7 8 8 6 7 4 ,4 7 4 l J 王5,8 5 6
∠ゝ
4 4 1,3 8 2 4 1 6 .8 8 6 8 9 .6 9

∠ゝ
2 7 2 .8 1 3 7.6 5

(醍)乗客1人当b料金収入
定期外　40.43円
定　期　23.82円
平　均　36.11円

(4)在籍車両数

車 両 年 度 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

求
デ .

車

ワ ン′マ ン′ 4 2 4 2 3 7 3 7 3 7

ツ - マ ン′ 1 8 8 3 3 . 0

計 6 0 5 0 4 0 4 0 3 7
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(5)料金冨霊宝9,笠王OB9
。BI7昌荒

種 別 数 量 料 金 m m

定

期

外

逮

質

也
El

過

運

質

普 通 運 賃 1人1団 片道)
5 0 円

6 0

小 児 轟 賃 *
( 3 0 ) 1 2 才未満の者 、6 才未満の幼児は保護者

3 0 同伴の場合に限 D 、その 1 人は無料

特 殊 運 賃 .サ
( 3 0 身体障害者及び養護施設児童及びその介護

3 0 P人又は付添人

団 体 乗

車 運 賃

普 通 JTy
( 4 5ー 5 0 人以上の団体で同時に一定の停留所で

5 4 乗 降する場合 ( 1 2 才′臥上の団体 )

/)、児 及
->

( 2 7 同上0 1 2 才未満の小児及び身体障害者並

ぴ 特 殊 2 7 び に養護施設児童の団体

回

敬

莱

車

券

普 通 1冊 3 3枚簸 60 0

通 学 1冊 3 9機 6 0 0

学 校又は身体障害者福祉法若しくに児童福

祉法に規定する諸施設に通学 ( 園 )す る者

( 証明必要 )

定

期

運

質

通 勤

1 カ 月
( 22 60
2,70 0
普 通運賃の 6 0 倍の 2 割 5 分引

3 カ 月 6,44 0
7,70 0

1 カ月定期運賃額の 3 倍 の 5 分引

6 カ 月
( 12畠20 )

145 80
1 カ月定期運賃額の 6倍 の 1 割引

通 学 ( A 種 )

1 カ 月
1,4 50
1β50
普 通運負の 6 0 倍の 5 割 4 分引

3 カ 月
4 1 30
4,7 00

1 カ月定期運賃教の 3 倍 の 5 分引

6 カ 月
( 7β30 )
89 10

1 カ月定期運賃額の 6倍 の 1 割引

通 学 ( B 種 )

1 カ 月
7 50
90 0
普通運賃の 6 0 倍の 7 割 5 分引

3 カ 月
( 2J 40 )
25 7 0

1 カ月定期運賃の 3 倍の 5 分引

6 カ 月
(4 05 0 )

4 ,86 0
1 カ月定親運賃の 6 倍の 1 割引

通 勤 通 学 1 カ 月
25 80 通 勤定期運賃の 2 分の 1 の故と通 学 (、A 穫)

3,叫0- 定親 運賃を合算した額

全 線 1 カ 月
( 4β5 0)

5.00 0
普 通運賃の 1 8 0 倍の 5 割 4 分引

電 車 . 自 動 車

共 通 定 期

1 カ 月

電車と自動車路線が並行 している区間を利

用する者で、電車と自動車の定期運賃のい

ずれか高額 となる運賃額

3 カ 月

6 カ 月

(琵)　昭和50年4月16日までは暫定運賃通用

( )は暫定運賃
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4　自動車運送事業　　乗　合　昭和2年11月23日事業開始
(1)輸　送　状　況　　貸　切　昭和6年　5月23日事業開始

l年 度

事 項 区 分

4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 秦 .令 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切

年 間 輸 送 人 員 ( 人 ) 3 7,2 85,845 2 7 仇6 7 6 3 6,6 415 0 8 27 7,6 94 3& 38a i9 9 3 01 5 49 3 ら89 6,420 2 約 132 3 M 5& 06 7 2 6 7.7 9 9

年 間 走 行 キ ロ ( Km ) 7,20 23 94 560.158 7,29 乙3 9 8 69 3.8 18 7,584,96 6 7 75.6 45 7,32 1.0 82 65 1.8 17 6,8 23,352

62,0 50

53 7,3 12

サ 3 1
使 肩 ▼車 両 ( 両 ) 6札8 06 5,82 7 6 1.3 53 M 3 6 61 56 4 7.1 15 6 2.8 00 9.38 8

利 用 率 ( 軍 ) 2 32 2 2.3 2 2.7 2 15 2n 8

乗 車 科 収 入 ( 円 ) 1.012688273 1帆639.加9 1一0293 17,055 106217.114 1,103284X40 12仇047.600 M 192 55J530 153,60も58 1′635,40ォ10 1蝿 962,491

日

辛

均

輸 送 人 員 ( 人 ) 102.15 3 7 42 100,1 19 7 59 10 U 5 1 8 48 10 1,08 6 792 91 6 11 73 4

走 行 キ ロ .( 払 ) 147 32.6 1.8 09 119 24.6 1.8 96 20,7 80 乙12 5 2 010 5 7 U 85 1&6 9U 1一472.1

使 用 車 両 ( 両 ) 16 7 1 6 16 8 17 1 76 1 9 172 it s 170 15

乗 車 科 収 入 ( 円 ) 2-774,48 8 2 7 H 24 23 13.70 8 2 902 11 1 022.6 98 3 24 89 7 3,88 43 72 42也84 4 44 80.W 9 4 0& 1 1E

一 平

日

車 均

輸 送 人 員 ( 人 ) 61 3 59 7 5 91 4 18 75 5 86

走 行 キ ロ ( th ) 118.4 1 18.9 1 17.4 116.6 110.0

乗 車科 収 入 ( 円 ) 16.65 4 1丘7 85 17,0 89 22,60 0 26,3 56

表 定 速 度 ( 晦 4 I ) 13.0 1 3.0 1 3.0 11 6 13.6

(注) 4 8年度以降の表定速度杜総所要時分から起終点の調整時分を差引いて計算した

(2)営　業　路　線

事 項 年 度 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

免 許 路 線 (Km ) 1 3 4.0 1 5 1 3 4 .6 7 5 1 3 8.3 3 5 1 3 8.5 4 5 1 4 0ー3 5 5

営 業 路 凄 ( Kin ) 1 3 3.4 1 5 1 3 3 .6 3 5 1 3 9.2 3 5 1 3 8 .5 4 5 1 4 0.3 5 5

休 止 路 線 (fin ) 0 .6 1 .4 6 0 .4 0 .4 0

停 留 所 数 Cb所) 3 6 1 3 6 3 3 7 2 3 7 2 3 7 4

停 間

留 距

所離

最 長 (fin ) 2.2 2.2 2 .2 2 .2 2.2

最 短 (Km ) 0 .1 0.1 0 .1 0 .1 0 .1

平 均 ( fin ) 0 .3 6 9 0.3 6 9 0 .3 7 2 0 .3 7 2 0 .3 7 5

運 系

統

転教

路 線 (路線 ) 3 0 3 0 2 9 2 9 2 6

系統数 (系統 ) 9 7 9 6 1 0 5 1 0 4 1 0 1

運 距

転

寡

疎 放

総 長 ( fin) 7 1 9.6 7 1 7.4 8 4 1 .8 8 3 1.1 8 3 5.2

最 長 ( Km ) 1 4 .4 1 4.4 1 9 .2 1 9.2 1 9 .6

最 隼 ( Km ) 1.5 1.5 1.5 1.5 1 .8

平 均 Km ) 7.4 7.4 7 8 .0 2 7.9 9 8 .2 7
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(3)パス優先・専用レーン

区 1P間 . 距 錐 . 適 用 時 間

倭

先 白 山町 交差 点 ～ 水 道町 交 差点
Km

上 1. 3

ラ ツ シ 3-時 間 帯レ′ 水 道町 交 差 点 ～ 熊本 城 前 交差 点 上 . 下 0 .9

I

ン′

南 熊 本 駅 前 ～ 本 荘 町 交 差点 上 . 下 0 .8 5

専

用 白 川 公 園 前 .～ 水 道 町 交 差 点 上 0 . 1
ラ ッシ ュ時 間 帯 以 外 は

優 先 t/ - ン

レ.

ー

ン.

浄行 寺交 差点 下 り 0 .1 終 日

(荏)　ラッシュ時間帯AM7:00-AM9:00、 PM4:30-PM6:00の間

(4)在　籍　車　両　数

年 度
車 両

4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

秦

令

ワ :/ マ ン′ 1 4 5 1 7 4 1 8 0 1 8 3 2 0 2

ツ - マ ン′ 4 8 3 3 2 7 2 1 3

貸 切 2 4 2 4 2 4 2 4 2 3

計 2 1 7 2 3 1 2 3 1 2 2 8 2 2 8
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(5)路線別運輸成練
(昭和49年度)

寡

統

香

号

路 線 名

( 系 統 数 )
走 行 キ ロ 乗 車 人 員 収 入 費 用 差 引

1 b 当 た り 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線 (2)
lh 千人 千 円 千 円 千円 円

3 3 9 .9 8

円 円 *
5 9 6 5 8 1 4 5 0 1 2 0 2 ,7 2 3 1 7 3 β17 2 9 ,4 0 6 2 9 0 6 6

2 8 1 .3 4

4 9 3 2

7 .1 9

2 3ユ

2 第 2 環 状 線 (3) 5 2 9 3 6 7 3 3 5 2 1 5 2 ,7 3 8 1 4 8 3 3 0 3 β0 8 2 8 8 5 3 2 0 3

3 池 田 大 窪 線 (6) 3 2 0 β6 6 1β2 9 8 8 ,7 1'5 8 8 9 1 5 ∠ゝ 2 0 0 2 7 6 .4 9 2 7 7 1 1 0 B 2 2 0 J8

4 新 外 京 壕 線 00 6 7 4 ,1 6 3 3 ,9 7 7 2 0 4 2 3 4 1 8 8 ,9 3 1 1 5 ,3 0 3 3 0 2 .9 4 2 8 0 2 5 2 2 fi 9 2 3 9

5 帯 山 線 (5) 3 0 9 ,6 5 4 1 4 7 3 8 6 3 5 8 8 5 ,8 0 8 5 5 0 2 7 8 B 9 2 7 7 1 1 1 ∫8 1 7月

6 島崎 保 田 窪 凄 (8) 3 3 5 ,6 1 2 2ユ0 3 1 0 6 ,7 48 1 1 5β5 1 ∠ゝ 8 β0 3 3 1 8 月7 3 4 3 .7 0 2 5 .6 3 2 4」

8 楠 団 ∴地 線 (1) 四 方 池 立 田 口 線耳こ含 む

9 四 方池立田 ロ線 (7) 9 1 9 β1 7 5,2 7 7 2 6 8 4 7 3 2 6 5 ,7 4 8 2 ,7 2 5 2 9 L 8 8 2 8 8 S l 2 9 7 2 8 .0

1 0 野 口立 田 ロ線 (2) 2 5 0か4 8 8 7 2 4 5β57 7 2β36 ^ 2 6 ,3 7 9 1 8 3 ユ3 2 8 8 2 5 0 5ユ2 1 3 8

l l 御 幸 木 部 線 (2) 1 4 3 4 7 0 6 2 2 3 4 9 5 9 3 9 7 5 6 ∠ゝ 4 ,7 9 7 2 4 3 5 7 2 7 7ユ0 3 3 4 3 2 4 .3

1 2 筏 園 柿 原 線 (3) 2 0 5 ,5 6 3 1 ,1 4 0 5 3 1 8 5 6 2β04 ∠ゝ 9 β1 9 2 5 8 .7 3 3 0 5 .5 2 4 6 .7 9 2 3 .7

1 3 川 尻 線 的 8 0 1β6 7 3 ,4 3 0 1 8 2β9 1 2 3 1 2 3 8 今 4 8 3 4 7 2 2 8 .0 8 2 8 8 3 7 0 2 9 2 3 4

1 4 画 図 線 的 2 4 1 2 7 0 1 ,2 2 4 6 2 2 1 0 6 8 2 5 0 ∠ゝ 6β4 0 2 5 7 8 4 2 8 2 8 8 2 5 .0 4 2 1 3

1 5 享≒ ト +

5 8 3 β6 5 2 β8 3 1 3 6 ,7 7 7 1 6 2 β63 △2 6,0 8 6 2 3 4 3 4 2 7 9 0 4 4 4 .7 0 2 4 21 6

1 7

1 8 東 町 団 地 線 (2) 1 0 0 1 3 3 4 7 4 2 5 ,8 6 9 2 7 ,7 4 7 ∠ゝ 1β7 8 2 5 8 3 5 2 7 7ユ0 ∠ゝ 1 8 .7 5 2 0 .7

1 9 中 央 環 状 線 (1) 2 6 1 ,7 7 1 9 6 5 4 7β95 7 2 5 3 8 △5 4 ,8 4 3 1 8 2 2 0 2 7 7ユ0 ∠ゝ 9 4 .9 0 9 .7

2 0 上方脚 牙耶 一線 (3) 南 町 昭 和 町 線 に 含 む

2 1 高 平 団 地 線 (1) 6 3 9 1 4 2 8 4 1 4 2 4 6 2 5 ,7 4 1 ∠ゝ 1 1 ,4 9 5 2 2 2 8 9 4 0 2 .7 4 ★ 7 0 8 5 3 6 .9

2 2 県 会 議事 堂 線 (2) 5 3β6 6 3 4 9 1 5,1 8 5 1 5 2 5 0 ∠ゝ 6 5 2 8 1 S 0 2 8 3 .l l ∠ゝ 1 2 1 2 6 .1

2 4 =拭 北 線 (1) 上 無 本 線 に 含 む

2 5 島 団 地 線 (2) 野 口 立 田 口 線 に 含 む

2 7 上 熊 本 線 (4ー 2 9 4ユ0 2 1 ,1 8 4 5 3 2 9 8 8 1 ,7 3 5 △之8 ,4 3 7 1 8 1 2 2 2 7 7 3 1 .±ゝ9 6 .6 9 1 7 1

2 8 南 熊 本 線 九

1 3 7β2 3 5 1 9 2 4 ,1 9 9 3 9 1 1 0 ∠ゝ 1 4β1 1 1 7 6 .6 1 2 8 5 .4 3 今0 8 一8 皇 2 3.7
2 9 5 )
長 港 団 地 線

合

計

路 線 計 (101 ) 6 ,8 2 3 3 5 2 3 6 3 5 8 β0 6 ,4 6 0 1 9 6 6′36 8 ∠ゝ 1 5 9 9 0 8 2 6 4 .7 5 2 8 8 ユ8 ∠ゝ2 3 4 3 2 1 .8

貸 切 計 5 3 7 ,3 1 2 2 6 8 1 6 7 ,7 3 3 2 39 3 4 9 ∠ゝ 7 1 ,6 1 6 3 1 2 1 7 4 4 5 .4 6
今 3 3 .2 9

-

合 計 73 6 0 ,6 6 4 3 6β2 6 β7 41 9 3 2 0 5 ,7 1 7 ∠ゝ 2 3 1 5 2 4 2 6 8 2 1 2 9 9 .6 6 ∠ゝ 3 1 .4 5 -

(注)　乗客1人当D料金収入(路線パス)

定期外　　4 8.4 6円

定　期　　38.44円

全　体　　44.98円
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(6) *4　　&

ア　乗合自動車乗車料金

(普通旅客運賃)

昭和49年　9月26日認可
昭和49年10月　4日実施

種別

運賃制

轟 賃 最低轟賃
旅琴運賃の割引

を適用するもの

割 引の

適用方法大 人 ( 中学生以上 )
(絡
大 人 J、児

対キロ区

最初の2 キロは賃率 24 円
大人運賃

の半額

但し,10

円

4 0

4 0

円

2 0

2 0

身体障害者手帳の交 普通運賃

2キロを超え30キロまでは賃率 1J2円 付を受けている者及 の5割引

但し,10

として計算した額

但し, 旧運賃の1.7倍を超えるも

ぴ介護人

諸施設に:よ9養護又間制運賃 甲は昭和5 0年4 月.3 日までは1.7 円未満は 円未満の

倍以内の額(暫定運賃額) 1 0円に a im * 受けている 場合は

但し,.旧運賃額の2倍を超えては .

ならをレー

切b上げ 者及び付添人 1 0 円単

位に切b

上げ

(回数旅客運賃)

種 別 数 量 il- m m

普通回数

旅客運賃

1 0 円×.1 1 枚

2 0 円×1 1 枚
1 冊

3 0 円×1 1 枚

It3 3 & &

円

6 0 0

通学回数

1 0 円×1 3枚

2 0 円X I 3枚
6 0 0

学校又は身体障害者福祉法若 しく杖児童福

旅客運賃 1 冊
3 0 円×1 3枚

計 3 9 枚綴

祉法に規定する諸施設に通学 ( 園 )する者
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(定期旅客運賃)

m サj 期 間 通 用 方 法

通 勤 大 人

1 カ 月 当該区間の基準運賃額の 6 0 倍の 2 割 5 分引

S ヵ 月 1 か 月運 賃額 の 3 倍の 5 分弓

6 * n 1 か 月運賃額の 6 倍の 1 書帽

通 勤 4 、児

1 カ 月 通勤大人 1 カ月運賃額の 5 割引

13 カ 月 通勤大人 3 カ月運賃額の 5 音引

6 カ 月 通勤大人 6 カ月運賃額の 5 書引

通 学 大 人 .

1 カ 月 当該薗間 の基準 運賃額の 6 0 倍の 4 割引

3 カ 月 1 カ月運賃額の 3 倍の 5 分弓

6 カ 月 1 カ月運賃象 の 6 倍の 1 割弓

通 学 小 児
1 * H 通 学大人 1 カ月運賃痕の 5 書引

S ヵ 月 通 学大人 3 カ月運賃額 の 5 書 引

6 カ 月 .通学大人 6 カ月運賃額 の 5 書 引

通 勤 通 学

1 カ 月
P全軍圃往 復乗車 となる場合は 、乗車区間 の大 人通勤定期運賃額 と大人

通学定期 運賃額 との合算額 の 2 分の 1 、 卓の他の場合は 4 分の 1

3 カ 月 1 カ月運賃額の 3 倍の 5 分弓
6 カ 月 1 カ月運賃額の 6 倍の 1 書冒

身

障

. 通勤大人
1 カ 月 通勤大人定期運賃 痕の 3 書守

S ヵ 月 1 カ月運賃額の 3 倍の 5 分弓

6 カ 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 書冒

通学大人

1 カ 月

S ヵ 月

通学大人定期運賃額の 3 着冒

1 カ月運賃額 の 3 倍の 5 分弓

6 カ 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 書描

電車 . 自動車
1 カ 月

電車 と自動車埠線 が並行 してい る区間 を利用す る者で電車 と自動車 の
3 カ 月

共 通 定 期 定期運賃の うちいずれか高額 と75=る運 賃
6 カ 月

(荏)昭和5 0年4月3日まで紘暫定運賃適用

イ　貸切自動車乗車料金
昭和49年10月19日認可
昭和49年10月29日実施

区分 種 別 算 出 単 位

大 型 車

(旅客醇5 0人以上)

中 型 車

(旅宅席4 9人玖

～3 0人以上)

/)、 塾 車

(旅寄宿2 9人以下)

辛

ロ
刺

運

質

1 車 1 キロ当 b 運賃

1 0 0キロまで 1キロにつき
円

3 6 0
円

2 8 0

円

2 5 0

1 0 0キロをこえ3 0 0キロま

で の 1 キ ロにつ き
2 7 0 2 1 0 1 8 0

3 0 0キロをこえる1 キロに

つ き
2 2 0 1 8 0 1 5 0

時運

間

制賃

」 * & ォ 1 時間以 内 9,8 0 0 7,6 0 0 6,7 0 0

時 間 運 賃 1 時間をこえ 8 時間まで

の 1時間 につ き
6,5 0 0 5,1 0 0 4,5 0 0

料

金

深夜 . 早朝運行料金 1 時間につ き 1,5 0 0 1,5 0 0 1,5 0 0

時 間 待 機 料 金 1 時間 につ き 2,0 0 0 2 ,0 0 0 2,0 0 0

宿 泊 待 機 料 金 1 泊につ き 1 4 ,0 0 0 1 4,0 0 0 1 4 ,0 0 0

回 送 料 金
2 0 キロを

こ え る

1キロにつき

lOW rロまで 2 1 0 1 9 0 1 6 0

101キP以上 1 9 0 1 4 0 1 1 0

航 送 料 金 1時間につ き 2 ,0 0 0 2,0 0 0 2,0 0 0

特 殊 車両 割 増料 金 運賃の 5 割 まで
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5　軍　学　状　況
(単位　円)

年 度

事 項

4 5 4 6 4 7 4 8 4 9

軌

道

辛

業

総 収 益 4 4 2 9 1 1 2 8 9 4 3 1 ,1 8 3 ユ 1 5 3 9 1 ,7 5 8 0 0 7 5 1 8 β9 2 ,1 0 9 6 7 4 4 7 4 β7 4

乗 車 科 収 入 4 1 9 ,4 3 6 β9 9 4 0 7 2 8 2 5 1 8 3 6 4ユ 6 7 ユ9 6 4 6 2 ユ 6 8β7 l2 5 3 3 9 7 8 5 2 7

そ . の 他 収 入 2 3 4 7 4 β9 0 2 3 β0 0万 9 7 2 7 5 9 0 β1 1 5 5 ,9 2 3 2 3 7 1 4 0 ,4 9 5 ,8 4 7

総 軍 用 7 1 3 2 3 4 2 5 8 7 4 2 1 3 0 ,7 4 3 7 1 8万 7 5 .9 3 4 8 0 2 ,4 9 5 ,5 3 0 1 ,1 1 5 ,8 5 6 ,3 5 2

人 件 費 5 8 3 ,4 5 8 3 3 3 6 0 5ユ4 6 3 0 3 5 7 8 ,4 0 0 9 6 2 6 3 8 .4 4 2 S 7 5 8 8 4 5 9 8 5 0 9

斗 M l: lil AJ. ツ 5 1 5 6 6 3 5 5 5 1 ,7 3 1 ,7 1 9 4 4 9 4 0 3 3 1 4 2 3 2 8 ,7 7 0 3 9 5 6 7 ,7 4 7

電 力 .費 2 5 ,9 4 0 2 5 3 2 5 ,0 0 5 ,6 6 1 2 0 5 2 1 ,7 0 0 1 8 4 6 1 5 5 5 2 6β 7 9β5 9

支 払 . 刺 . 息 2 8 4 3 5 ,3 5 2 3 0β 1 0β3 7 5 2 β4 7 S 3 5 7 5 2 4 2 3 3 6 1 2 7 4 5 7β9 8

修 繕 費 9 2 9 4 :9 1 4 8 3 4 8 β2 6 7 ,2 3 1 ユ1 7 1 0 3 1 8 5 0 0 1 4β 2 7 5 6 1

-f o 1 4 ,5 3 8 ,4 5 1 2 1 2 8 7 ,3 9 7 1 4 5 3 3 β8 9 1 7 ,7 0 1 ,6 9 4 2 3 3 2 4 ,7 7 8

単 年 度 抗 益 ∠ゝ 2 7 0 3 2 2 S 6 9 3 1 0 9 4 7 ,6 2 8 2 6 ,9 1 7 9 2 7 ∠ゝ 2 8 4 4 0 3 4 2 1 ∠ゝ 4 4 1 3 8 1β7 8

累 積 欠 損 金 8 1 6β0 6 ,1 3 1 9 9 4 ,3 2 2 ^ 1 3 1β4 7 5 6 4 5 2 8 1 ,6 3 2 j6 6 6 ,1 5 3 1 3 2 7 9 8 4 β2 5

自

戟

車

運

逮

車

総 収 益 1ユ-1 4 β6 2 ,0 8 2 1 ,1 7 0 3 2 4 2 9 4 1 2 7 5 ,5 9 0 β3 1 1 ,6 9 4 か1 1 ,8 0 5 1 3 7 4 ユ9 2 β5 2

乗 車 料 収 入 1 1 1 3β6 1 ,9 0 2 1 ユ3 6 4 1 0 ,7 7 9 1 2 2 3 9 9 8 4 4 0 1 ,5 7 3 2 9 2 ,6 8 8 1 ,7 8 4β 6 6万 0 1

そ の 他 収 入 3 1 2 0 0 ユ8 0 3 3 ,9 1 3 3 1 5 5 1 5 9 2 3 9 1 1 2 0 ,7 1 9 ,1 1 7 1 9 9β2 6ユ5 1

総 費 用 1ユ 6 5β8 8 4 2 1 、1 3 2 9 ,4 9 1 5 6 0 1 5 3 8 9 7 8 ,7 5 6 1 ,7 5 7 ,4 9 6,4 0 1 2 5 0 5 ,7 1 7 3 4 1

人 件 費 8 3 9 9 6 5ユ 9 1 9 8 4 5 2 2 ,4 7 4 1 ,1 8 2 8 2 4β6 0 1 ,3 5 8 0 1 9 ,5 0 3 1 ,6 6 0β9 2 2 7 4

減 価 償 却 費 7 7β8 1 S 4 1 7 4 ,4 1 6β 3 9 7 0 2 0 1 ,1 4 2 6 9 ,6 0 8 9 0 9 1 0 4 3 0 1 3 4 6

燃 料 費 7 1 3 3 5 ,6 6 6 7 2 β5 7 β3 9 8 0 9 7 6 3 8 7 8 7 β9 1β3 5 1 1 7 5 0 8β4 0

支 払 利 息 4 3β 3 1ユ1 9 5 3 2 1 3 ,3 8 0 5 0 ,7 2 9 2 5 2 1 6 ,9 7 2 4 0 4 9 6 ,9 6 7 0 0 0

修 繕 費 4 5 5 2 7 β2 6 4 5 5 4 7 5 2 8 4 8 5 0 0 β3 1 5 9 2 2 4β9 5 7 0 8 7 3 ,9 3 7

莱 そ の 他 8 7 ,7 4 7 4 7 8 9 9ユ 3 4 5 0 0 1 0 6万4 6 ,9 8 4 1 2 0 3 7 9 2 5 5 1 5 5β 7 4 ,1 4 4

単 年 度 損 益 ∠ゝ 2 1 0 2 6 3 3 9 ∠ゝ 1 5 9ユ6 7 2 6 6 2 6 3 3 8 7 9 2 5 ∠ゝ 6 3 ,4 8 4 5 9 6 ∠ゝ 2 3 1 ,5 2 4万8 9

累 積 欠 損 金 1 9 9 4 1 3 ,4 7 8 3 5 8 5 7 1β 3 3 6 2 1 3 5 9 ,7 5 8 6 9 0 S 9 4 S 0 0 8 5 9 ,0 8 9 3 3 9

計

総 収 益 1 5 8 7 ,7 7 3 3 7 1 1β0 1万 0 7 4 0 9 1 ,6 6 7 3 4 8 β3 8 2 2 1 2 .1 0 3 S 1 4 2 β4 8 β6 7β 2 6

乗 車 科 収 入 1 5 3 3 0 9 8 3 0 1 1 5 4 3β 9 3 2 9 7 1 5 8 8ユ6 5 ,6 3 6 2 0 3 5 ,4 6 1 5 6 0 2 ,3 1 8 3 4 5 ,0 2 8

そ の 他 収 入 5 4 β7 5 ,0 7 0 5 7β 1 4ユ 1 2 7 9 ,1 8 3 2 0 2 1 7 6 ,6 4 2 ,3 5 4 3 3 0 3 2 1 9 9 8

総 費 用 1β7 9 ユ2 2 ,6 7 9 2 ,0 7 1 ,6 2 2 3 0 3 2 2 5 7β5 4 ,6 9 0 2 ,5 5 9 ,9 9 1 ,9 3 1 3 3 2 1 5 7 3 ,6 9 3

K ft a 1 ,4 2 3 4 2 4 1 2 4 1 5 8 9 ,6 6 8 ,7 7 7 1 ,7 6 0 ,4 2 5 ,6 2 2 1 ^ 9 6 4 6 2 ,4 7 8 2 5 4 5 5 9 0 ,7 8 3

減 価 償 却 費 1 2 8 9 4 8 2 9 6 1 2 6 1 4 8 0 5 8 1 1 5 ,1 4 1 ,4 7 3 1 1 1β3 7 ,6 7 9 1 4 3β6 9 0 9 3

電 力 費 . 燃 料 費 9 7 2 7 5 ,9 1 9 9 7 β6 3 3 0 0 1 0 1β9 8β8 7 1 0 6 ,1 5 3 ユ9 0 1 4 3 5 8 8 4 9 9

支 払 利 息 7 2 3 6 6 4 7 1 8 3 β2 4 2 1 7 1 0 3 3 7 7 ユ8 7 1 3 7 5 1 4 ,7 4 0 2 2 4 4 2 4β9 8

修 繕 費 5 4β2 1β4 0 5 3 β9 6 β5 4 5 5 ,7 3 1 ,4 4 8 6 9 5 4 2 β9 5 8 5 ,6 0 1 ,4 9 8

そ の 他 1 0 2 2 8 5 ,9 2 9 1 2 0 4 2 1β 9 7 1 2 1か 8 0β7 3 1 3 8 ,6 8 0か4 9 1 7 8 ,7 9 8 3 2 2

単 年 度 損 益 △2 9 1 3 4 9 3 0 8 ∠ゝ 4 7 0 ユ1 4 ,8 9 4 5 9 0 3 0 5 ,8 5 2 △ 3 4 7β8 8 0 1 7 6 7 2 9 0 6 ,6 6 7

累 積 欠 損 金 1 0 1 5 ,4 1 9β0 9 1β 5 2β9 4 ,7 4 6 1β6 9 万2 4 2 8 6 2 ,3 2 3 ,6 6 1β5 3 2 ,7 8 7 ,0 7 3 9 6 4
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6　職員数及び給与

(1)部門別職員数
(昭50.4.1現在)

部門別

職種別 性 別

一 般 管 理 電 車 ノ、 一ス 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 3 2 5 3 7 9 3 1 2 3 2 5 3 7 7 3 1 3 8 6

技 術 職 3 1 4 7 7 8 8 1 8 1 1 9

運 転 手 7 9 7 9 3 2 1 3 2 1 4 0 0 4 0 0

車 掌 3 3 4 4 5 4 9 7 4 5 5 2

そ の 他 2 1 3 8 5 1 8 6 9 2 1 9 3 1 7 9 3 1 8 2

計 3 8 7 4 5 1 8 3 4 1 8 7 4 5 7 5 1 5 0 8 6 7 8 6 2 7 4 0

C2)部門別1人月平均給与額等
(昭50.4月分)

事 項 部 門 別 一 般 管 理 電 卓 ∵こく 計

基 本 給 (円 ) 1 8 2,8 4 9 1 8 8 ,0 1 9 1 4 2,2 9 0 1 5 6,3 2 2

特 殊 勤 務 手 当 (円 ) 5 3 8 6 ,1 7 4 7,1 7 6 6,5 1 6

超 過 勤 魂 手 当 (円 ) 1,9 2 0 2 ,6 6 2 1 4 ,4 6 4 1 0 ,7 1 5

そ の 他 の手 当 (円 ) 7 ,2 7 5 4,3 8 4 4 ,5 4 1 4 ,6 6 9

合 計 ( 円 ) 1 9 2 ,5 8 2 2 0 1 ,2 3 9 1 6 8 ,4 7 1 1 7 8 ,2 2 2

年 齢 (才 ) 4 5.7 4 9.1 4 0.6 4 3.0

勤 続 年 数 (午 ) 2 1 .5 2 5.0 1 3 .6 1 6.l l

(荏)合計欄は特別職を除く

7　施　　設

施設名 事 項 所 在 面 積 使 用 日 的

2: ffi 大江5- 1- 4 0
2

1 2,0 5 4
事務所、電車車庫
車両整備工場、電車大江詰所

帯 山 営 業 所 出水町国府2 18 1- 2

1 6,1 1 9

帯山営業所、バス車庫

帯 山整 備工場 2187- 1 整備工場

坪 井 営 業 所 黒鴬3 - 3- 9 6,5 38 営業所、バス車庫

日 吉 営 業 所 高江町1 2 5 0- 3 0 5,53 8 営業所、パス車庫

本 山 営 業 所 本山町4 8 8 6,2 7 2 バス車庫、小整備工場
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